
1 

21.1%

32.7%

34.4%

11.8%

3.8%

22.3%

45.3%

21.8%

4.7%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

本

新聞

テレビ・ラジオ

映画やビデオ

週刊誌・月刊誌

インターネット

県や市町村が発行する

広報誌等

地域や職場等の学習会、

講演会、イベント

その他

無回答 n=422

毎回参加している

2.6%

１～２回ぐらいは

参加している

17.8%

まったく参加した

ことがない

50.9%

開かれているこ

とを知らない

26.3%

無回答

2.4%

n=422

御所市 人権問題に関する市民意識調査結果 概要版 
 

■調査概要 

○調査時期：令和６年１月 15 日（月）～令和６年２月６日（火） 

○調査方法：郵送による配布、郵送と WEB での回収（無記名） 

○調査対象：令和５年 11 月 1 日の住民基本台帳より、無作為に抽出し

た 18 歳以上の住民 1,000人（有効配布数：993 件） 

○回答状況：422 人（42.5％） 

・内 訳 ：郵送での回答者（350人 82.9％）WEBでの回答者 72人 17.1％） 

 ■回答者属性（※無回答を除く） 

○性 別：男性(39.8%)、女性(53.1%)、選択しない(2.4%) 

○年 齢：18～19 歳(0.9%)、20～29 歳(5.7%)、30～39 歳(5.0%)、40～49 歳(8.8%)、50～59 歳(12.8%)、60～69 歳(19.7%)、70 歳以上(41.9%) 

○居住小学校区：御所小学校区(20.6%)、葛小学校区(4.7%)、秋津小学校区(36.5%)、掖上小学校区(7.3%)、葛城小学校区(4.3%)、名柄小学校区(5.0%)、大正小学校区(13.0%) 

○職業（上位３項目）：無職（学生、家事などを含む）(42.2%)従業員 25 人以上の民間企業に勤めている(18.5%)、自営業を営んでいる、またその手伝いをしている(10.7%) 

※ 留 意 点 ：本資料のグラフの数値は、全て％表示です。小数点以下第 2 位を四捨五入しており、比率の合計が 100.0％にならないことがあります。 

単数回答の設問はＳＡ、複数回答はＭＡと表記しています。「ｎ」は、各設問の母数を示しています。 

 

◆ 日常生活の感じ方、今の社会や自分自身に対する考え方について 

問１ あなたが御所市に住んでいて「暮らしにくい」と感じることはどのよ

うなことですか。（ＭＡ） 

■「特にない」の割合が２７．５％と最も高く、次いで「絵や音楽などの文化

（活動）やスポーツなどにふれあう機会が少ない」の割合が２４．９％、

「いろんな楽しみや趣味を生かせる機会がない」の割合が２４．４％、「家

計にまったく余裕がない」の割合が２２．０％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問２ 今の社会について次のような意見があります。それについて、あなたはどのように思

いますか。（ＳＡ） 

■「Ｄ．職場の仲間どうし助け合うことは大切だ」について、９割の方が「そう思う」「どち

らかといえばそう思う」と回答しています。 

 

 

問３ あなたは自分自身をどのような人間だと思いますか。（ＳＡ） 

■「Ａ．少なくとも人並みには、価値ある人間である」と「Ｃ．物事を人並みには、

うまくやれる」について、７割の方が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」

と回答しています。 

 

 

◆ 人権学習経験について 

問４（１） あなたは、最近３年間で市が主催する「差別をなく

す市民集会」に参加されたことがありますか。（ＳＡ） 

■「まったく参加したことがない」の割合が５０．５％、「開

かれていることを知らない」の割合が２６．５％となって

います。 

 

問４(2) あなたは、最近３年間で人権教育推進協議会

が主催する「校区・地区別学習会（人権問題講

演会等）」に参加されたことがありますか。 

（ＳＡ） 

■「まったく参加したことがない」の割合が５０．９％、

「開かれていることを知らない」の割合が２６．３％

となっています。 

 

問５ あなたは、同和問題や他の人権問題について、学校の授業

等で学習したことがありますか。（ＭＡ） 

■「中学校で学んだ」の割合が５０．５％、「小学校で学んだ」の

割合が４８．１％となっています。 

 

問６ あなたが人権問題について学習したり、知識を得たり

するためによく利用するものはどれですか。（ＭＡ） 

◆「県や市町村が発行する広報誌等」の割合が４５．３％と最も

高く、次いで「テレビ・ラジオ」の割合が３４．４％、「新聞」の

割合が３２．７％となっています。 

 
毎回参加している

2.8%

１～２回ぐらいは

参加している

18.2%

まったく参加した

ことがない

50.5%

開かれているこ

とを知らない

26.5%

無回答

1.9%

n=422

48.1%

50.5%

24.4%

4.5%

11.4%

14.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

小学校で学んだ

中学校で学んだ

高校・高等専修学校で学んだ

短大・大学・専門学校で学んだ

学校で学んだ経験はない

はっきりと覚えていない

無回答 n=422

10.9

27.3

4.5

69.0

42.7

19.4

23.0

39.1

10.4

23.0

35.3

39.6

23.9

17.5

38.6

3.3

13.0

25.4

34.8

11.6

41.9

1.9

6.2

10.4

7.3

4.5

4.5

2.8

2.8

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.格差は、世の中に進歩

をもたらすものだ

Ｂ.努力しない人を社会が面倒を

みるのはおかしい

Ｃ.貧困はその人の責任だから

救う必要はない

Ｄ.職場の仲間どうし助け合う

ことは大切だ

Ｅ.みんなで協力すれば、今の世の中

の仕組みを変えることができる

Ｆ.個人が多少の犠牲をはらっても、

みんなが支え合う社会を作ること

が大切だ

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

n=422 (％)

22.7

14.0

17.8

11.4

4.5

51.4

48.1

55.9

33.2

13.5

16.6

26.3

16.6

36.5

40.0

5.9

7.3

6.4

15.4

37.4

3.3

4.3

3.3

3.6

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.少なくとも人並みには、

価値ある人間である

Ｂ.いろいろな良い素質

を持っている

Ｃ.物事を人並みには、

うまくやれる

Ｄ.自分には自慢できる

ところがあまりない

Ｅ.何かにつけて、自分は

役に立たない人間だと思う

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

n=422 (％)

18.2%

14.0%

22.0%

14.5%

24.4%

24.9%

5.2%

10.9%

27.5%

7.8%

0% 20% 40% 60%

結婚や葬式などに関して古いしきたり

や考えがある

いざというときに助け合える人間関係がない

家計にまったく余裕がない

自由に意見がいえる雰囲気がない

いろんな楽しみや趣味を生かせる機会がない

絵や音楽などの文化（活動）やスポーツ

などにふれあう機会が少ない

自然にふれあうことが少ない

その他

特にない

無回答 n=422
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◆ 人権に対する考え方やボランティアの経験について 

問７ 人権や差別をめぐっていろいろな考え方がありますが、あなたは

どのように思いますか。（ＳＡ） 

■「Ｌ．犯罪被害者のプライバシーが興味本位にとりあげられることは

問題だ」について、９割の方が「そう思う」「どちらかといえばそう思

う」と回答しています。 

 

問８ 次のような考え方について、あなたはどう思いますか。（ＳＡ） 

■「Ｃ．差別されている人の声をきちんと聞く必要がある」について、９割の

方が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答しています。 

 

問９ あなたはこの１年間で、障がい者や高齢者の自立支援や、子どもの見守り、防災活動や救

援活動などのボランティア活動に参加した経験はありますか。（ＳＡ） 

■「ない」の割合が８２．９％、「ある」の割合が

１４．９％となっています。 

 

◆ 人権侵害の経験について 

問１０ 最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。（ＳＡ） 

■「ない」の割合が８６．７％、「ある」の割合が８．８％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問１０-１ 最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがありま

すか。（ＳＡ） 

■「その他」の割合が２７．０％、「理由はわからない」の割合が１６．２％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０-２ 問 10-1 で回答した人権侵害は、あなたにとってどの程度のものだ

ったでしょうか。何らかの形で公的に処罰する必要があると感じる

ほどである場合を「10」、不快に感じた程度の場合を「1」として、あ

てはまると思われる数字１つに○印をつけてください。（ＳＡ） 

■重大な人権侵害では「10」と「7」の割合、軽度の人権侵害では「3」の割合が

16.2％となっています。 

問１０-３ 問１０-１で回答した人権侵害を受けた時、あなたはどのように対応しましたか。（ＳＡ） 

■「黙って我慢した」の割合が３２．４％、「無視した」の割合が２１．６％、「相談した」の割合が１３．

５％となっています。 

 学歴・出身校

2.7%

職業

8.1%

収入・財産

2.7%

身体の障がい

8.1%

知的障がい

0.0%

精神の障がい

2.7%同和地区出身

8.1%

国籍・人種・民族

0.0%

病歴

2.7%宗教

0.0%

思想・信条

8.1%

逮捕・犯罪歴

0.0%

性別

10.8%
母子・父子家庭、

両親なし

0.0%

理由はわからな

い

16.2%

その他

27.0%

無回答

2.7%

n=37

16.2%

5.4%
8.1%

16.2%

8.1%

13.5%

8.1%

16.2%

2.7%
5.4%

0%

20%

40%

60%

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

n=37

← 重大な人権侵害 軽度の人権侵害 →

相手に直接

抗議した

10.8%

相手に対抗措置

をした（やりかえ

した、孤立させる

よう働きかけた）

2.7%

訴えた（新聞など

マスコミ、行政機

関、裁判、警察）

0.0%相談した

13.5%

無視した

21.6%

黙って我慢した

32.4%

逃げた

0.0%

その他

5.4%

無回答

13.5%

n=37

31.8

25.1

45.5

34.6

13.0

29.1

20.1

17.5

8.5

12.1

16.4

2.6

11.4

36.3

44.1

44.5

36.3

34.8

36.3

39.1

28.7

21.8

35.3

29.6

6.6

18.2

17.1

19.0

3.8

17.1

33.4

22.0

23.9

32.7

38.9

32.5

29.1

33.9

28.9

10.4

6.6

2.6

8.8

13.3

7.3

11.6

15.6

27.3

16.8

21.3

52.6

37.7

4.5

5.2

3.6

3.3

5.5

5.2

5.2

5.5

3.6

3.3

3.6

4.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.差別は法律で禁止する必要がある

Ｂ.行政は、平等の名の下に過剰な要求を

する一部の人の意見を聞きすぎだ

Ｃ.差別されている人の声を

きちんと聞く必要がある

Ｄ.思いやりややさしさをみんなが

もてば人権問題は解決する

Ｅ.個人の権利より、みんなの利益が

優先される必要がある

Ｆ.子どもには権利よりさきに、義務を

果たすことを教える必要がある

Ｇ.義務を果たさない人は権利を

制約されても仕方がない

Ｈ.人権問題を解決する責任は、

まず行政にある

Ｉ.介護や介助を受ける立場に

ある者は、あまりあれこれ

自己主張しない方がよい

Ｊ.社会福祉に頼るより、個人が

もっと努力する必要がある

Ｋ.差別する人だけでなく、差別

される人にも問題がある

Ｌ.人権問題とは、差別を受けて

いる人の問題であって、自分

とは関係がない

Ｍ.部落出身者に対する差別は、

もはや大した問題ではない

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

n=422 (％)

24.9

7.1

7.1

23.9

8.8

54.3

16.8

32.0

33.9

51.4

37.0

66.6

37.2

8.5

29.6

26.5

15.9

21.6

44.3

37.2

28.4

49.8

34.4

37.0

34.6

41.9

24.4

46.9

20.4

36.5

22.5

28.9

24.9

20.6

29.4

8.1

19.0

16.8

14.0

7.3

10.9

3.3

9.5

35.3

18.0

23.9

46.0

43.6

8.3

21.3

6.4

10.4

13.0

6.9

1.4

3.8

2.1

3.8

33.4

12.3

2.1

2.1

2.8

2.8

3.3

2.8

4.0

3.8

8.3

5.2

6.4

3.6

2.6

2.4

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.結婚すれば妻は夫の姓を

名のるのが自然だ

Ｂ.男性は外で働き、女性は家庭を中心

に家事・育児をしたほうがよい

Ｃ.子どものしつけのためなら、時には親

が体罰を加えることはやむをえない

Ｄ.家庭のルールを決めるときは、必ず

子どもの意見を聞かなければならない

Ｅ.認知症の高齢者は迷惑をかけるから、

行動の自由は制限されても仕方がない

Ｆ.障がいがあることを理由に、乗り物への

乗車や入店を断られるのは問題だ

Ｇ.精神に障がいがある人に対しては、

なんとなく不安を感じる

Ｈ.外国籍であっても、自治体の住民で

あるからには地方参政権を認め、投票

できるようにする必要がある

Ｉ.国や自治体は、外国人に対する

ヘイトスピーチを繰り返す団体に、

毅然とした態度をとる必要がある

Ｊ.自分の子どもが性的マイノリティ（性的

少数者）であっても、親として子どもの

側に立ち、力になる必要がある

Ｋ.性的マイノリティ（性的少数者）で

あることを身近な人にも言えない

社会は問題だ

Ｌ.犯罪被害者のプライバシーが

興味本位にとりあげられる

ことは問題だ

Ｍ.刑を終えて出所した人を、社会復帰

できるよう地域社会で支える必要がある

Ｎ.女性専用車両は女性を

保護しすぎている

Ｏ.同性のカップルにも夫婦と同じ

権利を認める必要がある

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

n=422 (％)

ある

14.9%

ない

82.9%

無回答

2.1%

n=422

ある

8.8%

ない

86.7%

無回答

4.5%

n=422
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20.0%

60.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

40.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

友人や身近な人

地域の有力者

学校の先生

弁護士

議員や政党

市の窓口

県の窓口

職場の窓口

新聞などマスコミ

法務局や人権擁護委員

警察

民間の人権団体

その他

n=5

22.5

30.3

50.2

41.7

32.0

49.1

31.5

58.5

50.7

31.3

37.9

47.9

31.8

49.1

19.0

19.0

18.5

20.4

20.1

19.2

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.法務局による相談や救済措置

Ｂ.人権擁護委員による相談

Ｃ.市役所が実施する法律相談

（女性法律相談など）

Ｄ.専門機関（児童福祉センター

など）による相談

Ｅ.警察による総合相談

Ｆ.弁護士会による法律相談

Ｇ.ＮＰＯなど民間団体による相談

知っている 知らない 無回答

n=422 (％)

42.4

31.5

32.5

35.3

29.9

34.6

35.5

37.4

6.6

8.8

7.3

3.6

1.4

4.5

3.6

3.1

19.7

20.6

21.1

20.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ．相談員の資質向上や相談時間

の拡大など、現在ある制度・

サービスを充実する

Ｂ．新たな相談・救済体制

を整備し、周知する

Ｃ．人権を擁護するための

法制度を整備し、実効性

のある救済を行う

Ｄ．人権啓発活動の中で、人権が

侵害されたときの対処の仕方

を学ぶ機会を増やす

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

n=422 (％)

◆ 人権侵害の経験について （つづき） 

問１０-４ （問１０-3 で「4.相談した」を選択） 

そのとき、誰に相談されましたか。（ＭＡ） 

■「友人や身近な人」の割合が 60.0％、「法

務局や人権擁護委員」の割合が 40.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０-５ （問１０-3 で「5.無視した」「6.黙って我慢し

た」「7.逃げた」を選択） 

そのようにされた理由は何でしょうか。（ＳＡ） 

■「我慢できる程度のことだったので」の割合が４０．

０％と最も高く、次いで「今までの人間関係をこわし

たくなかったので」の割合が２０．０％、「相談したか

ったが、誰に（どこに）相談してよいか分からなかっ

たので」の割合が１５．０％となっています。 

 

 

問１１ 最近５年間で、あなたのご家族

や周りの方（御所市在住）の人

権が侵害されたと思ったことが

ありますか。（ＳＡ） 

 

■「ない」の割合が８０．６％、「ある」

の割合が８．５％となっています。 

問１１-１ その人権侵害(最も印象に残っている

経験１つ)は、どのようなことを理由に

したものでしたか。（ＳＡ） 

 

■「学歴･出身校」、「身体の障がい」の割合が１３．

９％、「知的障がい」と「精神の障がい」と「理由

はわからない」と「その他」の割合が１１．１％と

なっています。 

問１１-２ 問１１-１で回答した人権侵害は、あなたに

とってどの程度のものだったでしょうか。

何らかの形で公的に処罰する必要がある

と感じるほどである場合を「10」、不快に

感じた程度の場合を「１」として、あてはま

ると思われる数字１つに○印をつけてく

ださい。（ＳＡ） 

 

 

■軽度の人権侵害で「3」の割合が２５．０％となって

います。 

 

◆人権侵害に対する相談や救済について 

問１２ 人権を守るための制度などについて、あなた

は知っていますか。（ＳＡ） 

■「Ｃ．市役所が実施する法律相談（女性法律相談な

ど）」と「Ｆ．弁護士会による法律相談」について、約

５割の方が「知っている」と回答しています。 

■「Ａ．法務局による相談や救済措置」、「Ｇ．ＮＰＯな

ど民間団体による相談」、「Ｅ．警察による総合相

談」について、約５割の方が「知らない」と回答して

います。 

 

 

 

 

 

問１３ 人権侵害に対する相談や救済に関する次の事項について、あなたは必要だと思いますか。（ＳＡ） 

■全ての項目で、約７割の方が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 分野別の人権課題について 

問１４ あなたはＬＧＢＴＱ（ﾚｽﾞﾋﾞｱ

ﾝ、ｹﾞｲ、ﾊﾞｲｾｸｼｬﾙ、ﾄﾗﾝｽｼﾞ

ｪﾝﾀﾞｰ、ｸｴｽﾁｮﾆﾝｸﾞ）あるい

は性的ﾏｲﾉﾘﾃｨ（性的少数

者）の言葉を聞いたこと

がありますか。（ＳＡ） 

■「ある」の割合が６９．２％、 

「ない」の割合が１７．３％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

問１５ あなたが住宅をさがしていて、気に

入った物件があったとします。後（の

ち）に、そのあたりに同和地区があ

るとわかったとき、あなたはどう思

いますか。（ＳＡ） 

■「同和地区と隣接していてもかまわない」

の割合が３７．７％、「同和地区の中であっ

てもかまわない」の割合が２６．３％とな

っています。 

 

問１６  あなたが住宅をさがしてい

て、気に入った物件があった

とします。後（のち）に、そのあ

たりに同和地区があると聞い

たとき、あなたはどう思いま

すか。（ＳＡ） 

■「わからない」の割合が２３．７％、

「表向きは話をあわせるが、何とか

して差別はいけないことを伝える」

の割合が２１．３％となっています。 

 

我慢できる程度

のことだったので

40.0%

今までの人間関

係をこわしたく

なかったので

20.0%

抗議したり、対抗措置が

できるような相手では

なかったので

10.0%

人に言えるようなことで

はなかったので

5.0%

相談したかったが、誰に

（どこに）相談してよいか分

からなかったので

15.0%

相談機関に相談すると、プライバ

シーが守られないと思ったので

0.0%

過去に相談したり訴えたりしたことが

あるが、あまり役に立たなかったので

5.0%

その他

5.0%

n=20

ある

8.5%

ない

80.6%

無回答

10.9%

n=422

学歴・出身校

13.9%
職業

5.6%
収入・財産

2.8%

身体の障がい

13.9%

知的障がい

11.1%
精神の障

がい

11.1%

同和地区出身

5.6%

国籍・人種・民族

5.6%

病歴

2.8%

宗教

2.8%

思想・信条

0.0%

逮捕・犯罪歴

0.0%

性別

2.8%

母子・父子家庭、

両親なし

0.0%

理由はわ

からない

11.1%

その他

11.1%

無回答

0.0%

n=36

2.8% 2.8%

11.1% 11.1%

5.6%

11.1% 11.1%

25.0%

0.0%

11.1%
8.3%

0%

20%

40%

60%

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 無回答

n=36

← 重大な人権侵害 軽度の人権侵害 →

ある

69.2%

ない

17.3%

無回答

13.5%

n=422

同じ小学校区である

ことさえいやだ

3.3%

同じ小学校区でも、

同和地区と離れて

いればかまわない

18.0%

同和地区と隣接

していてもかま

わない

37.7%

同和地区の中で

あってもかまわ

ない

26.3%

無回答

14.7%

n=422

差別的な発言で

あることを指摘

して、話しあう

10.0%

表向きは話をあ

わせるが、何とか

して差別はいけ

ないことを伝え

る

21.3%

表向きは話をあ

わせ、自分も差別

的な言葉を口に

出してしまう

1.4%

ほかの話題に変

えるように努力

する

7.3%

なにもせずにだ

まっている

16.8%

わからない

23.7%

その他

5.0%

無回答

14.5%

n=422
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56.9%

43.8%

35.5%

11.4%

16.1%

52.6%

1.9%

9.7%

1.4%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネット利用の際のルール、

マナーの啓発・教育を行う

行政機関がモニタリングを行い、プロバイダー

へ情報停止、削除を求める

被害を受けた当事者が、プロバイダー

へ情報停止、削除を求める

プロバイダーや掲示板・ブログや

SNSの管理者の責任にゆだねる

表現の自由に関わる問題であり、

慎重に対応すべき問題である

差別を扇動したり、助長・誘発するような

「有害な書き込み」を特定し、処罰する

法整備が必要である

特に何もする必要はない

わからない

その他

無回答 n=422

39.2

34.5

45.9

17.0

8.8

29.4

47.9

16.0

42.3

36.6

36.1

50.5

35.6

39.7

32.0

29.4

9.8

21.1

10.8

24.7

47.9

23.2

12.4

46.9

8.8

7.7

7.2

7.7

7.7

7.7

7.7

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.同和地区出身者

Ｂ.男性が家事育児のみをして、

女性が１人で働きに出る

Ｃ.子どもを授かることが

できない人（男女ともに）

Ｄ.身体の障がいがある人

Ｅ.精神の障がいがある人

Ｆ.日本に働きに来ている外国人

Ｇ.日本で生まれ育ったが、

親や本人が外国籍である

Ｈ.子どもと同性（身体が男性同士、

女性同士）の人

問題にしない 親としては反対だが、子どもの意思が固ければ仕方がない 考え直すように言う 無回答

n=194 (％)

◆ 分野別の人権課題について （つづき） ◆結婚について ◆ 

問１７ インターネット上では、個人名など

を取り上げた、差別的な書き込み

や、悪口などを暴露する書き込み

があります。あなたは、このような

書き込みについて、どう思います

か。（ＳＡ） 

■「書いてある内容が事実である、なし

に関わらず、許せない人権侵害だと

思う」の割合が 61.1％となっていま

す。 

 

問１８ インターネット上の差別的な書き込みや個人情報が

世間に広まることなどの問題を改善するために、ど

うすればよいと思いますか。（ＭＡ） 

■「インターネット利用の際のルール、マナーの啓発・教育

を行う」の割合が５６．９％と最も高く、次いで「差別を扇

動したり、助長・誘発するような「有害な書き込み」を特

定し、処罰する法整備が必要である」の割合が５２．６％、

「行政機関がモニタリングを行い、プロバイダーへ情報停

止、削除を求める」の割合が４３．８％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１９ あなたにお子さんがいた場

合（いない場合も、子ども

がいると想定して）、お子さ

んの結婚相手（未婚のパー

トナーを含む）に求めること

はありますか。（ＳＡ） 

■「ない（どのような人であって

も 、 子 ど も の 意 思 を 尊 重 す

る）」の割合が４４．５％、「少し

ある（子どもの意思を尊重する

が、希望することはある）」の割

合が４０．０％となっています。 

 

問１９-１ （問１９で「1.ある」 

「2.少しある」を選択） 

お子さんの結婚相手（未婚のパートナーを

含む）に求める条件をお聞かせください。

（ＭＡ） 

 

■「心身の障がいを持っていないこと」の

割合が３９．７％と最も高く、次いで「あ

てはまるものはない」の割合が２５．

８％、「性的マイノリティ（性的少数者）で

ないこと」の割合が２５．３％となってい

ます。 

問１９-２ （問１９で「1.ある」 

「2.少しある」を選択） 

結婚相手（未婚のパートナーを含む）が、次

のような人であった場合、あなたはどのよ

うな態度をとると思いますか。（ＳＡ） 

■「Ｅ．精神の障がいがある人」や「Ｈ．子ど

もと同性（身体が男性同士、女性同士）の

人」に対しては約５割の方が「考え直すよう

に言う」と回答しています。 

◆人権尊重社会をつくるための取組について ◆人権に関する法律や条例について 

問２０ 人権が尊重される社会を実現するために、あなたは、今後どのような取組みが必要だと思います

か。（ＭＡ） 

■「幼児期から人を大切にする心を育てるなど、家庭教育を充実させる」の割合が６４．７％と最も高

く、次いで「行政がさまざまな施策を積極的に進める」の割合が５１．７％、「保育所、幼稚園、学校で

の人権教育を充実させる」の割合が４７．９％となっています。 

 

問２１ 人権侵害に対する相談や救済に関する次の事項について、あなたは必要だと思いますか。（ＳＡ） 

■「Ｃ．児童虐待防止法（２０００年）」、「Ｄ．ＤＶ防止法（２００１年）」、「Ｈ．いじめ防止対策推進法（２０１３年）」について、６割以上の方が「知ってい

る」「内容は知らないが名称は知っている」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

書いてある内容が事実で

あれば、問題ないと思う

6.2%

書いてある内容

が事実である、な

しに関わらず、許

せない人権侵害

だと思う

61.1%

とりたてて騒ぐ

ほどの問題では

ない

7.8%

わからない

11.6%

無回答

13.3%

n=422

ある（条件を決めている）

5.9%

少しある（子ども

の意思を尊重す

るが、希望するこ

とはある）

40.0%

ない（どのような

人であっても、子

どもの意思を尊

重する）

44.5%

無回答

9.5%

n=422

19.6%

7.2%

15.5%

39.7%

16.0%

25.3%

25.8%

12.4%

4.1%

0% 20% 40% 60%

出自に関すること（出身の地域）

性別で役割分担をすること

（男性は仕事、女性は家事育児を優先）

子どもを授かる可能性があること(男女ともに)

心身の障がいを持っていないこと

外国人でないこと（同じ国籍であること）

性的マイノリティ（性的少数者）でないこと

あてはまるものはない

その他

無回答 n=194

51.7%

47.9%

64.7%

21.1%

26.5%

19.7%

36.0%

25.4%

4.0%

8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行政がさまざまな施策を積極的に進める

保育所、幼稚園、学校での

人権教育を充実させる

幼児期から人を大切にする心を育てる

など、家庭教育を充実させる

地域での講演会や研修会などで、人権

についての学習を活発に行う

職場での人権研修や人権啓発

の取組みを支援する

住民やＮＰＯなどによる人権尊重に

向けた取組みを支援する

人権侵害を受けた人に対する相談

活動や支援活動を充実させる

人権侵害を法律で厳しく取り締まる

その他

無回答 n=422

10.9

8.5

30.1

29.6

5.5

10.4

10.7

17.1

9.7

35.1

31.5

47.4

40.0

22.5

28.7

33.4

43.6

33.6

41.2

46.4

10.9

18.7

59.7

48.3

44.3

27.5

42.9

12.8

13.5

11.6

11.6

12.3

12.6

11.6

11.8

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.人種差別撤廃条約（1965年）

Ｂ.人権教育及び人権啓発の

推進に関する法律（2000年）

Ｃ.児童虐待防止法（2000年）

Ｄ.ＤＶ防止法（2001年）

Ｅ.プロバイダー責任制限法（2001年）

Ｆ.障害者差別解消法（2013年）

Ｇ.子どもの貧困対策法（2013年）

Ｈ.いじめ防止対策推進法（2013年）

Ｉ.ヘイトスピーチ解消法（2016年）

内容も知っている 内容は知らないが名称は知っている 知らない 無回答

n=422       (％)

11.1

8.5

5.7

4.7

3.8

3.3

6.2

10.9

7.6

4.3

39.8

26.3

19.0

21.6

19.9

17.3

23.7

22.0

17.8

11.4

37.0

53.1

62.3

61.6

63.5

67.1

56.9

54.5

61.8

71.8

12.1

12.1

13.0

12.1

12.8

12.3

13.3

12.6

12.8

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｊ.部落差別解消推進法（2016年）

Ｋ.奈良県部落差別の解消に

関する条例（2019年）

Ｌ.奈良県あらゆる差別の撤廃及び人権

の尊重に関する条例（1997年）

Ｍ.奈良県障害のある人もない人もとも

に暮らしやすい社会づくり条例

（2015年）

Ｎ.奈良県犯罪被害者等支援条例（2016年）

Ｏ.御所市犯罪被害者等支援条例（2021年）

Ｐ.御所市人権擁護に関する条例（1998年）

Ｑ.戸籍・住民票などの「本人通知制度」

（2011年）

Ｒ.性的指向及びジェンダーアイデンティティ

の多様性に関する国民の理解の増進に

関する法律（LGBT理解増進法）（2023年）

Ｓ.御所市手話に関する条例（2020年）

内容も知っている 内容は知らないが名称は知っている 知らない 無回答

n=422       (％)


